
一
月
十
四
日
・
十
五
日
に

県
下
一
斉
に
実
施
し
た
本
調

査
の
結
果
は
左
記
の
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
各
教
科
で
分

析
を
行
い
ま
し
た
。
課
題
解

決
に
向
け
、
今
後
の
学
習
指

導
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
※
数
字
は
平
均
通
過
率
％
）
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三
月
七
日(

土)

に
、
高
江

町
民
が
待
ち
に
待
っ
た
南
九

州
自
動
車
道
「
高
江
・
都
」

間
が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
高
江
か
ら

鹿
児
島
方
面
へ
の
交
通
の
便

が
す
こ
ぶ
る
良
く
な
っ
た
と

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
開
通
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
都
イ
ン
タ
ー
か
ら

国
道
三
号
線
を
通
っ
て
い
た

多
く
の
車
両
が
こ
の
高
速
道

路
を
利
用
す
る
よ
う
に
な

り
、
早
朝
か
ら
大
型
車
両
の

通
行
す
る
騒
音
が
、
高
江
中

に
隣
接
す
る
校
長
住
宅
ま
で

届
く
よ
う
に
な
り
、
驚
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
「
便
利

さ
の
陰
に
は
な
に
が
し
か
の

リ
ス
ク
が
生
じ
る
ん
だ
な

あ
。
」
と
あ
ら
た
め
て
思
う

こ
と
で
し
た
。

さ
て
、
高
江
イ
ン
タ
ー
は

上
り
・
下
り
の
出
入
口
が
一

箇
所
の
交
差
点
に
な
っ
て
い

ま
す
。
大
き
な
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
な
ら
、
上
り
入
口
・

出
口
、
下
り
入
口
・
出
口
と

四
箇
所
の
出
入
口
が
そ
れ
ぞ

「特
集
」

高
江
イ
ン
タ
ー
出
入
口

付
近
の
交
通
状
況
に
つ

い
て

れ
離
れ
て
存
在
す
る
の
で
す

が
、
高
江
イ
ン
タ
ー
は
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
分
、

事
故
の
危
険
性
が
増
加
し
ま

す
。さ

ら
に
、
そ
う
い
う
危
険

度
の
高
い
交
差
点
に
信
号
機

が
あ
り
ま
せ
ん
。
水
引
中
校

区
で
は
、
陳
情
を
続
け
て
信

号
機
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
、

一
年
間
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

地
域
の
大
切
な
宝
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
を
預
か
る
立
場

と
し
て
の
私
た
ち
は
、
こ
の

こ
と
を
便
利
さ
の
代
償
と
し

て
の
リ
ス
ク
と
し
て
納
得
す

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
翌
週
の
三
月
九

日(

月)

か
ら
立
哨
指
導
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
通
常

は
二
～
三
〇
分
の
朝
の
立
哨

で
す
が
、
当
交
差
点
の
状
況

を
把
握
す
る
た
め
に
一
時
間

の
立
哨
を
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
下
表
が
、
当
交
差
点

を
通
過
す
る
車
両
の
台
数
で

す
。
三
月
十
二
日(

木)

の
卒

業
式
当
日
以
外
の
平
日
は
、

毎
日
立
っ
て
い
ま
す
。
事
情

を
話
す
と
本
校
の
職
員
も
協

力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
峰

山
小
の
校
長
先
生
と
久
見
崎

駐
在
所
の
井
手
上
さ
ん
に
も

声
を
か
け
、
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

当
交
差
点
を
通
学
路
に
し

て
い
る
生
徒
が
卒
業
生
を
除

い
て
五
名
、
小
学
生
も
同
数

程
度
い
ま
す
。

通
学
時
間
帯
は
、
卒
業
生

は
七
時
前
に
通
過
す
る
の
で

す
が
、
在
校
生
は
七
時
か
ら

七
時
四
〇
分
に
か
け
て
通
過

し
ま
す
。

時
間
帯
に
よ
っ
て
通
過
車

両
台
数
が
異
な
り
、
だ
い
た

い
、
六
時
四
〇
分
か
ら
七
時

ま
で
は
一
〇
〇
台
程
度
で
す

が
、
七
時
三
〇
分
頃
は
か
な

り
の
車
両
数
に
な
り
ま
す
。

日

曜

天
気

時
間
帯

通
過
車
両
台
数

九

月

雨

六
：
四
〇
～
七
：
四
〇

五
七
九
台

一
〇

火

み
ぞ
れ

六
：
四
三
～
七
：
四
三

五
四
二
台

一
一

水

曇
り

六
：
四
八
～
七
：
四
八

五
八
六
台

一
二

木

晴
れ

卒
業
式
の
た
め
中
止

一
三

金

晴
れ

六
：
四
〇
～
七
：
四
〇

五
四
六
台

一
六

月

晴
れ

六
：
四
〇
～
七
：
四
〇

五
一
〇
台

一
七

火

晴
れ

六
：
四
〇
～
七
：
四
〇

五
七
八
台

一
八

水

雷
雨

六
：
四
〇
～
七
：
四
〇

五
一
一
台

一
九

木

雨

六
：
四
〇
～
七
：
四
〇

五
一
五
台

二
〇

金

晴
れ

六
：
五
〇
～
七
：
五
〇

六
三
七
台

今
日(

二
〇
日)

は
試
し
に
七

時
五
〇
分
ま
で
立
っ
て
み
ま

し
た
ら
、
六
〇
〇
台
を
超
え

ま
し
た
。
来
週
は
、
七
時
か

ら
八
時
ま
で
立
っ
て
み
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
か
な
り

の
数
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

①

鹿
児
島
方
面
か
ら
の
下

り
口
の
一
旦
停
止
違
反
が

多
い
。(

井
手
上
さ
ん
が

立
哨
さ
れ
て
も
違
反
し
、

そ
の
都
度
指
導
さ
れ
て
ま

い
ま
す
。)

②

高
江
方
面
か
ら
鹿
児
島

方
面
へ
の
下
り
車
線
に
入

る
と
こ
ろ
で
下
り
口
へ
の

進
入
禁
止
標
識
が
道
路
案

内
看
板
に
隠
れ
て
見
え
な

い
。
ミ
ニ
バ
ン
・
ト
ラ
ッ

ク
等
、
運
転
席
の
高
い
車

両
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
見

立
哨
し
て
分
か
っ
た
こ
と

え
な
い
。

③

県
道
直
進
車
両
と
高
速

出
入
り
車
両
と
の
交
差
点

内
で
の
「
見
合
い
」
場
面

が
何
度
も
見
ら
れ
、
中
に

は
高
速
か
ら
下
り
る
車
両

が
先
に
右
左
折
す
る
場
面

も
何
度
か
あ
っ
た
。(

当

交
差
点
は
、
高
速
か
ら
の

車
線
よ
り
県
道
が
優
先
道

路
で
あ
る
。)

④

通
行
車
両
が
多
い
中
、

宮
里
方
面
か
ら
高
速
下
り

(

鹿
児
島
方
面)

入
口
に
進

入
す
る
車
両
が
あ
る
程
度

の
ス
ピ
ー
ド
で
左
折
し
て

く
る
。(

横
断
歩
道
は
県

道
路
肩
よ
り
五
メ
ー
ト
ル

程
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る

の
で
危
険
で
あ
る
。)

⑤

原
発
再
稼
働
が
本
式
に

な
る
と
、
児
童
・
生
徒
の

登
下
校
時
間
帯
と
原
発
関

連
勤
労
者
の
出
退
時
間
帯

と
が
重
な
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
特
に
夕
方
の
中

学
生
の
下
校
は
危
険
で
あ

る
。

⑥

西
日
本
プ
ラ
ン
ト
の
寮

か
ら
仮
屋
橋
ま
で
の
街
灯

数
が
極
端
に
少
な
い
。(

中

学
生
は
全
員
反
射
タ
ス
キ

を
掛
け
て
登
下
校
し
て
い

る
が
、
夜
間
走
行
中
の
車

両
は
対
向
車
等
の
ラ
イ
ト

を
あ
て
に
し
た
運
転
を
す

る
可
能
性
が
高
い
の
で
、

こ
の
間
の
歩
行
者
や
軽
車

両
の
往
来
は
危
険
で
あ
る
。)

鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査

⑦

期
間
中
、
濃
霧
が
発
生

し
た
日
が
あ
っ
た
が
、
高

江
住
宅
付
近
が
坂
道
の
頂

上
に
な
っ
て
お
り
、
突
然

車
両
が
出
現
す
る
と
い
う

印
象
が
あ
っ
た
。

⑧

県
道
は
東
西
方
向
に
伸

び
て
お
り
、
夏
場
に
向
け

日
の
出
日
の
入
り
時
の
運

転
は
眩
し
く
て
危
険
と
思

わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
信
号
機
設
置
ま

で
立
哨
を
続
け
た
い
。

高江中学校ホームページを公開中 http://www.edu.satsumasendai.jp/takae-j/



１０日（火），生徒会主催の「３年生を送る会」 ３日（火）は，１，２年の授業参観・ＰＴＡが行
が行われました。入学してからこれまでの中学校生 われました。今年度最後のＰＴＡで，各学年で１年
活をスライドで振り返りました。１，２年生ひとり 間のまとめをしました。家庭教育学級では，「いけ
ひとりが３年生へ感謝のメッセージを送り，５名の ない親にならないために！」と題し，親同士で意見
卒業を祝福しました。参加した生徒全員の思い出に 交換をしながら学びあうことができました。
残る心温まるすばらしい会になりました。

１０日（火）は，全校生徒でチーム編成をし，ソ
１２日（木），来賓や地域の方々そして保護者・ フトボールをして楽しく汗を流しました。後半，生

在校生・先生方に見守られる中，卒業証書授与式が 徒の選抜チームと先生
盛大に行われました。式中，涙をこらえながら送辞 チームと対戦し，真剣
を述べる田邑生徒会長の姿は,とても感動的でした。 勝負をしながらも親睦
式後に行われた「卒業記念合唱」では，全校２０名 を深めることができま
の精一杯の歌声が会場に美しく響きわたりました。 した。風が冷たく寒い
卒業生は生徒会から贈られた花と卒業証書を手に， 日でしたが，笑いあり，
花道を胸をはって退場し，これまで慣れ親しんだ学 ファインプレーありと，
舎を立派に巣立っていきました。卒業生に多くの祝 充実した時間を過ごす
福の言葉をいただき，ありがとうございました。 ことができました。

春休みに工事が入り，本館正面玄関・本館北側入
口（特別棟側）・体育館玄関にスロープができます。
また，パソコン室がＬＥＤ照明の増設により，室内
がとても明るくなりました。工事の御協力をよろし
くお願いいたします。

１１日（水）は，「薩摩川内市シェイクアウト訓 本校で，市と県の平均を越えているものは･･･
練」に学校として参加登録をし，実施しました。こ 【中１男】５０ｍ走
れは，平成９年の県北西部地震の経験を生かし，市 【中２男】２０ｍシャトルラン，立ち幅跳び，反復横跳び
民ひとりひとりが自分の命を守るための安全行動が 【中１女】握力，反復横跳び，立ち幅跳び，長座体前屈
とれるよう本市が一斉 【中２女】２０ｍシャトルラン，反復横跳び，立ち幅跳び，上体おこし
に訓練をするものです。
放送にあわせ，その場 ※ 全体的な課題としては①「ボール投げ」が
で身を守る行動ができ 弱い。②女子よりも男子の体力が低い。
ました。また，この日
は東日本大震災が起き
た日でもあり，全員で
黙祷を捧げました。

高江インターが開通した翌週の９日から，インタ
ー出入口の横断歩道付近で，毎日，水流校長をはじ
め，本校職員が朝の立哨指導を行っています。通勤
時間の交通量の多さに，
指導にあたった職員は
その危険度を肌で感じ
ています。事故が起き
ないよう願うばかりで
す。【一刻も早い信号機
の設置が待たれます！】

第６８回卒業式

３学期ＰＴＡ・家庭教育学級閉級式３年生を送る会

シェイクアウト訓練

横断には十分気をつけて！

校内球技大会

学校にスロープができます

本校生徒の体力テストの分析から

日 曜 ４月の主な行事予定
6 月 新任式,始業式,入学式,薩摩川内いじめのない学校づくりの日
7 火 標準学力検査(国･理),ALT,生活保健給食指導,新入生を迎える会
8 水 標準学力検査(社・数・英）,内科検診
9 木 知能検査,身体測定,３年認知症サポーター養成講座，歯科検診
10 金 VS活動スタート,心臓検診
13 月 いじめ問題について考える週間,家庭訪問【高江住宅・白浜・眼鏡橋】
14 火 家庭訪問【八間川・柳山・袈裟姫】
16 木 耳鼻科検診,尿検査(～17日),ALT
17 金 眼科検診,3km ロードレース,小中ＰＴＡ歓迎会
21 火 全校朝会,３年全国学力・学習状況調査（～22)
24 金 一日遠足(維新ふるさと館,ＭＢＣ,石橋公園)
27 月 交通安全教室
28 火 開校記念マラソン大会,ＰＴＡ総会,ALT
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